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重要取組シート 

取組項目 やってみたいが実現できる環境整備 

現状・課題 

子どもの出生数の減少により、地域で子育て世帯同士がつながる機会が減少して

いる。 

子育て世帯の孤立化が危惧され、育児不安から子育てに悩む保護者が増えている。 

交流する機会が少ないことから、人や場所、物などの地域の社会資源についての

認知が進まない。 

子育てサークルなど地域で活動していても、活動の風景や内容を知る機会が少な

い状況となっており、みんなでつながり活躍できる場への加入率が低下している。 

取 組 の 

内  容 

みんなでつながり活躍できる場の創出のため、令和 4年度に引き続き、美原区子

育てキラキラプロジェクト事業として、子どもの年齢層や保護者の趣味など、様々

な共通のテーマで集まる機会を提供し、交流の機会を増やす。 

地域にある社会資源の照会や情報発信、子育て支援のネットワークの強化。 

ツイッター、地域 SNS（ピアッザ）、広報紙で様々な活動を紹介し、サークル等

の持続的な発展を支えるための PRに努める（参加された保護者の方による SNS等で

の発信によって、より交流の輪が広がることも期待）。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ ピアサポート事業や「親子で楽しむ趣味 Club」など、子育て中の方々が交流で

きる場の継続実施（４～7月） 

  子育て応援MAPや公園MAPを活用した情報発信や交流の場の創出 

□ 子育て支援地域ネットワーク会議に地元専門機関・大学（太成学院大学）の参

画を求める（5月） 

□ 活動内容をツイッター、地域 SNS（ピアッザ）、広報紙に掲載（4～7月） 

中期 

（～11月） 

□ ピアサポート事業や「親子で楽しむ趣味 Club」など、子育て中の方々が交流で

きる場の継続実施（8～10月） 

□ 既存の事業の中でおもちゃをテーマにした講習会を実施（8月） 

□ 地域の社会資源が連携し、子ども家庭フォーラム【主催：主任児童委員（民児

協）】や研修会を通じて、保護者や支援者の子育てに関するスキルアップを目指

す。（8～10月） 

□ 活動内容をツイッター、地域 SNS（ピアッザ）、広報紙に掲載（8～11月） 

後期 

（～3月） 

□ ピアサポート事業や「親子で楽しむ趣味 Club」など、子育て中の方々が交流で

きる場の継続実施（11～3月） 

□ 活動内容をツイッター、地域 SNS（ピアッザ）、広報紙に掲載（12～３月） 

次年度 

以降 

継続的に交流・相談・情報発信の場を提供し、支援者のネットワークの強化に努め

る。 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ ピアサポート事業や「親子で楽しむ趣味 Club」など、子育て中の方々が交流で

きる場の継続実施 

趣味 Clubでししゅう作成のクラブを立ち上げ、自主的な活動を支援 

□ 子育て応援MAPや公園MAPを活用した情報発信や交流の場の創出 

  ららぽーと堺３階啓発スペースに於いても子育て支援関連の情報発信 

□ 子育て支援地域ネットワーク会議に太成学院大学が参画 

□ 活動内容を X（旧ツイッター）、地域 SNS（ピアッザ）、広報紙に掲載 

美原区役所 企画総務課 

美原保健福祉総合センター 子育て支援課 
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中期 

（～11月） 

□ ピアサポート事業や「親子で楽しむ趣味 Club」など、子育て中の方々が交流で

きる場の継続実施 

趣味 Clubで写真のクラブを立ち上げ、自主的な活動を支援 

□ 既存の事業（赤ちゃんあつまれ）でおもちゃをテーマにした講座を実施 

□ 子ども家庭フォーラムやアドバイザー交流会等を通じて、保護者や支援者の子

育てに関するスキルアップ 

□ 活動内容を X（旧ツイッター）、地域 SNS（ピアッザ）、広報紙に掲載 

後期 

（～3月） 

□ ピアサポート事業、「親子で楽しむ趣味 Club」や、ららぽーと堺、太成学院大

学と連携し、子育て中の方々が交流できる場の継続実施 

□ 活動内容を X（旧ツイッター）、地域 SNS（ピアッザ）、広報紙に掲載 
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